
▲�福島商業高等学校の生徒による
　新潮祭のパレード

▲陸上アワビの養殖に用いる
　流下堰水槽

○
町
政
の
基
本
方
針

　

平
成
31
年
度
は
、「
第
５
次
福

島
町
総
合
計
画
前
期
計
画
」
の
最

終
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
計
画
で

掲
げ
た
テ
ー
マ
の
「
力
を
合
わ
せ

　

新
た
な
時
代
を
築
き　

次
代
に

つ
な
ぐ
福
島
」の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
で
政
策
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
し
て

は
、
第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
の

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
を
基
本

と
し
、
引
き
続
き
、
が
ん
ば
る
地

元
企
業
等
応
援
事
業
助
成
や
保
育

料
の
無
償
化
な
ど
、
産
業
振
興
に

繋
が
る
事
業
や
子
育
て
支
援
等
に

関
す
る
予
算
を
中
心
に
積
極
的
に

措
置
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
き
、
生
産
人
口
の
減

少
に
よ
り
町
の
財
政
基
盤
と
な
る

町
税
及
び
地
方
交
付
税
が
年
々
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設
事
業
の
優

先
度
に
よ
る
選
択
や
事
業
量
の
見

直
し
、
さ
ら
に
実
施
年
度
の
変
更

等
を
行
い
、
全
体
事
業
費
並
び
に

計
上
事
業
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
構
成
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
個
々
の
職
員
が
連
携
協
力
し
、

組
織
力
を
高
め
な
が
ら
、
町
民
が

求
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
第
４
次
福
島
町

行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
機
構
再
編

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

31
年
度
中
に
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
を
検
討
す
る
た
め
、
庁
内
検
討

　

な
お
、
福
島
町
教
育
大
綱
は
、

策
定
後
３
年
を
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
総
合
計
画
の
後
期
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
改
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

☆
産
業
の
再
生
に
よ
る
雇
用

　

の
創
出

　

当
町
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少

と
と
も
に
就
業
者
人
口
も
減
少
し

て
お
り
、
特
に
、
49
歳
以
下
の
就

業
者
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
生

産
年
齢
人
口
の
維
持
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
を
中
心
に
、
産
業

基
盤
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

地
場
の
生
産
力
を
高
め
、
町
内
経

済
が
循
環
す
る
こ
と
で
、
町
の
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
制
定
し
た
「
福

島
町
が
ん
ば
る
地
元
企
業
等
応
援

条
例
」
は
、
今
年
が
３
年
目
と
な

り
ま
す
。
一
定
程
度
、
事
業
の
継

続
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
地
元
企
業
の
持
続
的
な

事
業
の
継
承
に
向
け
て
、
平
成
31

年
度
も
引
き
続
き
経
済
的
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
度
中
に
支
援

内
容
の
検
証
を
実
施
し
、
２
０
２

０
年
度
か
ら
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
予
算
規

模
の
圧
縮
を
念
頭
に
、
制
度
の
改

正
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
漁

港
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る

第
３
種
福
島
漁
港
の
直
轄
特
定
漁

港
漁
場
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
が

進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
道
に
よ

る
第
２
種
吉
岡
漁
港
は
、
少
し
計

と
並
行
し
て
、
外
部
組
織
で
あ
る

「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
お

い
て
、協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
の
統
廃
合
、
委

員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
の
協
議
が
整
っ
て
い

る
も
の
か
ら
、
行
政
改
革
大
綱
に

先
駆
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
第
５
次
福
島
町
総
合

計
画
の
後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
度
中
に
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
総
合
計
画
審
議
会

等
に
お
い
て
町
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
政
策
に
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

○
主
な
施
策
の
推
進

　

平
成
31
年
度
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
第
５
次
福
島
町
総

合
計
画
の
「
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の
重

点
施
策
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

　

等
の
育
成

　

町
で
は
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
等
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
、
仕
事
、
文
化

及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
必
要
な
資
格
や
研
修
、
児
童
生

徒
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
必
要
な
検

定
等
、
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か

ら
」
の
視
点
で
、
人
材
育
成
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
「
福
島
町
人
財
育
成
基

金
条
例
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促

し
、
町
の
将
来
を
担
う
あ
ら
ゆ
る

画
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
福
島
漁
港
内
で
取
組
を

進
め
て
い
る
「
ア
カ
モ
ク
生
産
・

活
用
調
査
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
調

査
研
究
を
実
施
し
、
事
業
化
に
向

け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

株
式
会
社
ヤ
マ
ザ
キ
と
連
携
し

て
い
る「
食
べ
る
昆
布
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
今
年
が
３
年
目
と
な
り

ま
す
。
本
格
的
な
事
業
化
に
向
け

て
、
現
地
法
人
の
株
式
会
社
北
海

シ
ー
ウ
ィ
ー
ド
及
び
福
島
吉
岡
漁

業
協
同
組
合
と
連
携
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
た
な
陸
上
養
殖
技

術
の
開
発
に
よ
る
蝦
夷
ア
ワ
ビ
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
」
は
、
現
在
、
約

13
万
個
を
収
容
し
、
順
調
に
飼
育

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

安
定
的
な
生
産
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
販
路
開
拓
の
た
め
の

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
、
本
格
的
な
販
売

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

分
野
で
の
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
や
産
業
振
興

に
つ
な
が
る
事
業
を
中
心
に
、
包

括
連
携
を
締
結
し
て
い
る
東
京
農

業
大
学
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大

学
及
び
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大

学
水
産
科
学
研
究
院
並
び
に
北
海

道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、
２

０
２
０
年
度
か
ら
の
小
学
校
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
施
に
向
け

て
、
新
た
に
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
、

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
な
ど
と

連
携
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
福
島
商
業
高
等
学
校
の

存
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各

種
の
存
続
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
が
、
少
子
化
と
相
ま
っ
て
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
と
の
認
識
の

下
、
存
続
に
向
け
た
新
た
な
対
策

と
し
て
、
今
後
の
高
等
学
校
の
在

り
方
を
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と

と
も
に
、
西
部
四
町
の
共
通
の
課

題
と
捉
え
、
連
携
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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